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発達段階ごとの特徴 

（北海道子どもの読書活動推進計画（第四次計画）より） 
 

（１）乳幼児期（０歳～６歳） 「本に出会う」 

３歳までには、徐々に自分の意思や欲求を言葉で表出できるようになるとともに、文字の 

存在を意識し絵本に興味を示すようになります。この時期は絵本や物語などに親しみ、保護 

者等の周りにいる大人からの語りかけや言葉のやりとりを通じて、気持ちを通わせることが 

大切です。 

４歳以上になると、日常生活に必要な言葉が分かるようになり、かな文字も全部読めるよ 

うになってきます。この時期は、絵本や物語を読んでもらうことなどにより、その内容を自分 

の経験と結び付け、想像を巡らせるなどして、読書の楽しみを十分に味わうことが大切です。 

 

（２）小学生期（６歳～12 歳） 「本に親しむ」 

低学年は、本を読む習慣がつき始める時期であり、文字で表された場面や情景をイメージ 

することができるようになってきます。この時期は、読み聞かせなどにより、いろいろな本に 

親しんだり読書を楽しんだりすることが大切です。 

中学年は、多くの本を読むことができるようになるとともに、本を終わりまで読み通すこと 

ができるようになってきます。この時期は、幅広いジャンルの本に親しみ、読書を通して必要 

な知識や情報を得るようにすることが大切です。 

高学年は、目的に合った本を読むようになり、内容を評価することができるようになってき 

ます。この時期は、日常的に読書に親しみ、読書を通して自分の考えを広げるようにすること 

が大切です。 

 

（３）中学生期（12 歳～15 歳） 「本から学ぶ」 

中学生期は、多くの本の中から自分に合った本を選択することができるようになってきま 

す。また、共感・感動する本に出会うと、何度も読むようになります。この時期は、本や文章 

には様々な立場や考え方が書かれていることを知るとともに、読書が自分の生き方や社会と 

の関わり方を支えてくれることを実感することが大切です。 

 

（４）高校生期（15 歳～18 歳） 「本と生きる」 

高校生期は、読書の目的や資料の種類に応じて、適切な読書技術によって読むことができ 

るようになってきます。この時期は、自分の読書生活を振り返り、読書の幅を広げるととも 

に、読書習慣を身に付け、生涯にわたって読書に親しむようにすることが大切です。 

 


